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超大規模な組合せ最適化問題に対する

革新的アルゴリズムの開発

組合せ最適化問題は，単にアルゴリズム理論の分野

だけではなく，機械設計，画像処理，人工知能，バイ

オインフォマティクスなど様々な分野に存在する非常

に重要な問題である。また企業においても，製品開発

やシステム開発で，組合せ最適化問題を解かなければ

ならない場合が数多く存在する。一方，近年，計算機

性能の進化やインターネットの発展など，情報技術の

急速な発展や，経済のグローバル化に伴い，組合せ最

適化問題における応用上重要な問題はますます大規模

化・複雑化してきている。

本プロジェクトでは，従来取り扱うことができなか

った，超大規模な組合せ最適化問題に対して，革新的

なアルゴリズムの開発を行うことにより，この問題を

解決することを目的とする。
図1 本プロジェクトの概要

本プロジェクトの概要を図１に示す。本プロジェク

トは，従来手法では解決不可能な超大規模な配置決定

問題に対する革新的なアルゴリズムの開発である。こ

れまでに，組合せ最適化問題に対して，メタ戦略と呼

ばれる様々なアルゴリズムが提案されてきている。一

方，本テーマでは，これまでに扱われてきた問題サイ

ズの数十倍から数百倍ものサイズ（従来の1010000倍以上

の組合せ数）を対象とする。このような問題サイズで

は，探索すべき解空間（組合せ数）が爆発的に増える

ため，従来手法が一切通用しなくなってしまう。

本プロジェクトでは，問題の対象を超大規模な問題

に特化することで，超大規模空間における固有の問題

を解決するための新しい特徴を組み入れたアルゴリズ

ムを開発する。

具体的には，以下に示す４つの新しい特徴をアルゴ

リズムに組み入れることについて検討を行う。

1. 解要素の分割による探索空間の圧縮

2. 探索しながら近傍空間の評価値を構築していく新し

い近傍空間の評価方法

3. 進化計算を用いた局所探索における初期値探索法

4. 貪欲法を取り入れた効率的探索

アルゴリズムの性能評価には，代表的な組合せ最適

化問題の１つである２次割当問題を用いる。２次割当

問題にはベンチマーク問題が存在し，アルゴリズムの

性能評価に用いられているが，問題サイズである要素

数が100以下の問題がほとんどであり，最大でも256程

度のものしか用意されていない。提案手法では，この

数十倍から数百倍のサイズを扱うことを目的とするた

め，新たな大規模要素数でのベンチマーク問題を作成

し提案手法を適用する。

また，超大規模な最大多様性問題，バイナリー２次

計画問題，ゲノムアセンブリアルゴリズム開発など，

できるだけ多くの組合せ最適化問題への適用を検討し

提案手法の有効性について検討する予定である。

組合せ最適化問題は，様々な分野において応用例が

多数存在する。したがって，従来手法では扱うことが

できない超大規模な組合せ最適化問題対するアルゴリ

ズムを開発することは，問題サイズが大きすぎてこれ

まで扱うことができなかった，数多くの応用例にも適

用できる可能性があるため，経済的な影響は大きいと

考えられる。


